
そ
れ
に
は

阿
佐
井
野
宗
瑞
と

れ
だ
け
で
は
な
く
、

『
医
書
大
全
』

天
文
二
年
(
-
五
三
三
）
に

『論
語
』

阿
佐
井
野
宗
瑞
は
大
永
八
年
(
-
五
二
八
）
七
月
に
明
の
熊
宗
立
（
均
）
の

『新
編
名
方
類
証
医
書
大
全
』
二
四
巻
一

0
冊
の
復
刻
出
版

を
行

っ
た
。
そ
れ
は
吾
が
国
に
お
け
る
最
初
の
医
学
書
の
出
版
と
し
て
そ
の
意
義
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
阿
佐
井
野
氏
に
よ
る
出
版
は
こ

1
0巻
二
冊
、
宗
瑞
の
一
族
と
思
わ
れ
る
宗
禎
が
同
時
代
に
、
明
応
三
年
（
一

四
九
四
）
刊
の

『唐
賢
三
体
詩
』
三
巻
三
冊
を
復
刊
し
て
い
る
。

宗
瑞
の
経
歴
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

室
町
後
期
の
医
者
、
和
泉
国
堺
生
ま
れ
。
屋
号
は
野
遠
屋
‘
婦
人
病
の
治
療
に
す
ぐ
れ
、
阿
佐
井
野
婦
人
科
と
称
さ
れ
た
。
享
禄
元

（
太
氷
八
）
年
(
-
五
二
八
）
明
の
熊
均
の
医
書
大
全
を
翻
刻
し
、
日
本
最
初
の
医
書
を
刊
行
し
た

と
い

っ
た
記
述
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
う
ち
泉
州
堺
の
野
遠
屋
の

一
族
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
宗
瑞
と
親
し
か
っ
た
著
名
な
医

(3) 

家
竹
田
定
祐
（

一
四
六
0
|

―
五
二
八
）
の

『月
海
雑
録
』
の
記
事
に
よ
っ
て
、
ま
た

『医
書
大
全
』
を
刊
行
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
建
仁

寺
一
華
院
の
月
舟
寿
桂
(
-
四
六
0
|

―
五
三
三
）
が
書
い
た
阿
佐
井
野
版

『医
書
大
全
』
巻
末
の
「
刊
語
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

我
邦
以
二
儒
繹
書
五
呟
レ板
者
往
々
有
焉
。
然
未
三
曽
及
二
醤
方
↓
悪
レ
民
レ
之
澤
一人
皆
―則
鮮
。
近
世
医
書
大
全
自
――
大
明

ー来
。
固
医
家
至

の
出
版

久

保

尾

俊

郎
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の
建
て
た
南
宗
庵
を
南
宗
寺
と
改
め
、
人
々
の
尊
敬
を
う
け
た
。

゜

・
宗
瑞
は
医
方
を
広
め
て
「
救
済
二
天
下
人
こ
の
志
を
も
っ
た
人
物
で
あ
っ
た

•
『
医
書
大
全
』
を
個
人
で
「
捨
財
刊
行
」
し
た
宗
瑞
に
は
そ
の
財
力
が
あ
っ
た

と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
阿
佐
井
野
宗
瑞
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
ま
ず
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

宗
瑞
の
人
物
を
知
る
の
に
い
ち
ば
ん
確
実
な
資
料
の
―
つ
は
、
堺
南
宗
寺
初
代

・
二
代
住
持
の
語
録
を
集
め
た
武
野
宗
朝
編
『
泉
州
龍

山
二
師
迫
稿
』
二
巻
で
あ
る
。
南
宗
寺
は
京
都
大
徳
寺
の
古
嶽
宗
旦
が
大
永
六
年
(
-
五
二
六
）
堺
南
庄
帥
松
に
南
宗
庵
を
設
け
、
住
民
の

帰
依
を
受
け
た
の
に
始
ま
る
。
古
嶽
の
嗣
継
大
林
宗
套
（
天
文
五
年
出
世
）
が
弘
治
三
年
(
-
五
五
七
）
三
好
長
慶
の
外
護
に
よ
っ
て
、
古
嶽

そ
の
南
宗
寺
初
代
大
林
宗
套
の
「
宗
瑞
居
士
十
三
年
忌
拮
香
法
語
」
と

「
11」
に
は
「
氏
曰
阿
佐
井
野
。
泉
堺
豪
族
。
」
と
あ
り

「
天
文

希
望
者
が
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
く
ら
い
本
の
数
が
少
な
く

一
度
に
多
く
の
本
を
世
に
出
す
必
要
性
が
あ
っ
た

喪
也
。
所
レ
憾
其
本
梢
少
。
欲
レ
見
而
未
レ
見
者
多
芙
。
泉
南
阿
佐
井
野
宗
瑞
捨
財
刊
行
。
彼
明
本
有
二
三
窺
之
謬
―
。
令
レ
就
―
ー
諸
家
考
本
＿

方
以
正
。
斤
雨
雖
二
嘔
髪
―私
不
二
増
損

―。
蓋
宗
瑞
之
志
不
レ
為
レ
利
而
在
三
救
済
二
天
下
人

―。
倖
哉
陰
徳
之
報
永
及
二
子
孫
＿o

と
あ
る
。
吾
が
国
で
は
医
書
は
儒
書
の
注
釈
書
と
ち
が
っ
て
今
ま
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

近
頃
明
か
ら
輸
入
さ
れ
た
『
医

書
大
全
』
を
‘
泉
南
堺
の
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
財
産
を
な
げ
う
っ
て
、

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

明
本
の
伝
写
に
よ
る
誤
謬
を
諸
家
の
本
で
正
し
た
う
え
で
、

出
版
し

こ
の
月
舟
寿
桂
の

「刊
語
」
は
出
版
に
い
た
る
ま
で
の
多
く
の
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
。

•
『
医
書
大
全
』
は
医
者
の
宝
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
医
書
と
し
て
価
値
が
あ
っ
た
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支
那
古
代
の
名
医
と
う
た
わ
れ
た
倉
公
と
扁

十
三
年
龍
集
甲
辰
夏
五
月
十
七
日
。
伏
二
迎
先
考
雪
庭
宗
瑞
居
士
十
三
白
之
忌
辰
―。
喜
捨
二
浄
財

―供
佛
施
僧
」
と
あ
る
。
天
文
一
三
年
（
一

五
四
四
）
に
子
孫
が
阿
佐
井
野
宗
瑞
の

一
三
回
忌
を
行
っ
て
お
り
、
宗
瑞
は
天
文
元
年
(
-
五
三
二
）
五
月
に
没
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
医

書
大
全
』
出
版
の
ほ
ほ
四
年
後
で
あ
る
。
ま
た
宗
瑞
は
雪
庭
と
号
し
、
堺
の
豪
族
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

続
い
て
「
宗
瑞
居
士
交
衆
有
道
。
省
レ
吾
無
レ
私
゜
嗜
二
文
字
五
杢
重
＇胤
孫
康
―。
雖
レ
惜
二
寸
咎
―。
好
二
医
術
正
テ
一倉
公
扁
鵜
―。
要
飲
上

池
。
頭
頭
契
レ
轍
。
歩
歩
中
レ
規
。
」
と
あ
る
。
宗
瑞
は
人
と
の
付
き
合
い
に
謙
虚
私
な
く
、
学
問
を
好
み
、
中
国
の
晋
の
時
代
に
、
夏
は
蟄

光
、
冬
は
雪
光
で
勉
強
し
て
苦

学
し
た
車
胤
•
孫
康
を
慕
っ
た
。

特
に
医
学
に
関
心
深
く
、

鵜
を
学
ん
だ
。『
史
記
』
の
「
扁
鶴
倉
公
列
伝
」
に
よ
る
と
、
扁
鶴
は
若
い
こ
ろ
か
ら
医
学
を
習
い
、
後
に
長
桑
君
と
称
す
る
老
人
か
ら
秘

伝
の
医
書
を
も
ら

っ
た
。
さ
ら
に
神
薬
を
さ
ず
け
ら
れ
て
こ
れ
を
上
池
の
水
で
飲
む
こ
と
三
十
日
に
及
ん
で
不
思
議
な
霊
感
を
得
る
に
至

り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
霊
妙
な
医
術
を
行

っ
た
と
い
う
。
宗
瑞
だ
け
で
は
な
く
当
時
の
医
学
を
志
す
人
達
は
こ
の
二
人
の
こ
と
を
学
ん
だ
り

影
響
を
受
け
て
い
る
。
月
舟
痔
桂
に
は

『史
記
抄
』
が
あ
り
、
「
扁
鶴
倉
公
伝
」
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
足
利
学
校
の
七
世
九
華
(
-
五

O

(7
)
 

O
I
七
八
）
に
は

『扁
鶴
倉
公
列
伝
』
が
あ
る
。
後
小
松
帝
(
-三
七
七
ー一

四
三
三
）
に
仕
え
た
医
師
を
出
し
た
坂
上
池
院
と
い
う
家
系
が

あ

っ
た
。
こ
れ
は
上
池
の
水
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
医
術
を
身
に
つ
け
た
扁
鶴
に
ち
な
ん
だ
名
称
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
宗
瑞
居
士
十
三
年
忌
枯
香
法
語
」
に
は
「
久
稲
二
泉
南
英
豪
l
o

累
世
能
振
二
権
勢
両
咳
見
二
清
北
宗
匠
―。
随
鹿
直
辮
機
宜
。
可
レ

謂
蘇
拭
前
世
戒
和
尚
何
妨
。
」
と
あ
る
。
阿
佐
井
野
氏
は
何
代
に
も
わ
た

っ
て
泉
南
で
権
勢
が
あ
り
、
宗
瑞
も
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
。

「清

北
」
と
は
臨
済
宗
の
寺
を
指
す
と
思
わ
れ
、
そ
の
禅
僧
と
の
し
ば
し
ば
の
会
見
で
随
所
に
意
を
得
た
こ
と
を
述
べ
た
と
い
う
。
前
世
が
禅

宗
の
五
祖
師
戒
と
い
わ
れ
る
宋
の
蘇
拭
に
臀
え
ら
れ
て
い
る
が
、
詩
人
蘇
試
は
我
が
国
中
世
の
禅
林
に
お
い
て
は
、
参
禅
者
と
し
て
も
名

(9) 

古向か

っ
た
。
要
す
る
に
宗
瑞
は
禅
宗
に
も
つ
う
じ
た
知
識
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
生
死
去
来
。
遊
戯
三
昧
。
閲
土
ハ
十
年
於
黄
梁
半
炊
―。
登
堕
二
小
知
小
見
l
o

」
「
児
孫
盛
大
有
レ
如
レ
斯
」
と
あ
る
。
年
齢
は
六

阿
佐
井
野
宗
瑞
と

『医
書
大
全
』
の
出
版
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ば
れ
て
い
る
の
に
呼
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

0
、
子
孫
は
天
文

一
三
年
の
時
点
で
勢
力
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
宗
瑞
は
文
明
五
年
(
-
四
七
三
）
生
ま
れ
と
考
え
ら

れ、

『医
書
大
全
』
刊
行
の
大
永
八
年
(
-
五
二
八
）
に
は
五
六
歳
で
あ
っ
た
。

以
上
が
南
宗
寺
初
代
大
林
宗
套
が
描
く
阿
佐
井
野
宗
瑞
像
で
あ
る
。
な
お
大
林
宗
套
は
永
禄
―
一
年
(
-
五
六
八
）
一
月
に
八
九
歳
で
没

し
て
い
る
か
ら
、
宗
瑞
よ
り
二
七
歳
年
下
で
、
宗
瑞
が
死
ん
だ
天
文
元
年
(
-
五
三
二
）
に
は
三
三
歳
で
あ
っ
た
。
南
宗
寺
（
南
宗
庵
）
の

有
力
な
檀
家
で
あ
っ
た
阿
佐
井
野
氏
の
代
表
者
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
生
前
の
姿
を
、
大
林
宗
套
は
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

゜

『泉
州
龍
山
二
師
遺
稿
』
に
次
い
で
阿
佐
井
野
宗
瑞
に
つ
い
て
の
信
頼
で
き
る
資
料
と
し
て
‘
竹
田
定
祐
極
楽
院
の
『
月
海
雑
録
』
が
あ

る
。
定
祐
は
は
じ
め
秀
慶
と
号
し
、
後
、
極
楽
院
月
海
と
称
し
た
。
定
祐
の
こ
と
を
禁
裏
の
女
官
の
当
番
日
記
で
あ
る
『
お
ゆ
ど
の
の
上

の
日
記
』
で
は
「
ご
く
ら
く
い
ん
」
「
ご
く
ら
く
寺
」
と
記
し
、

の
大
永
八
（
享
禄
元
）
年
(
-
五
二
八
）
八
月
九
日
条
に
定
祐
が
八
月
八
日
に
六
九
歳
で
死
亡
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
大
臣
を
経

験
し
た
公
家
で
あ
り
、

且
つ

一
流
の
文
化
人
で
あ

っ
た
三
条
西
実
隆
は
定
祐
の
死
を
悲
し
み
‘
「
天
下
蒲
無
――
医
師
こ
と
嘆
い
て
い
る
。

ま
た
月
舟
寿
桂
は
定
祐
の
妻
や
息
子
の
定
桂
と
ご
く
身
近
に
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
り
、
定
祐
没
後
定
桂
か
ら
父
の
肖
像
画
に
賛
を
頼
ま

(10) 

れ
て
‘
享
禄
二
年

(
-
五
二
九
）
八
月

『竹
田
月
海
光
照
法
印
肖
像
』
を
書
い
て
い
る
。
定
祐
は
禁
裏
の
人
々
に
も
信
頼
さ
れ
、
京
都
の
公

家
や
学
僧
と
も
親
し
く
交
流
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

し
ば
し
ば
定
祐
は
禁
裏
の
診
脈
に
伺
候
し
て
い
る
。
そ
し
て

『実
隆
公
記
』

そ
の
竹
田
定
祐
の

『月
海
雑
録
』
に
は
、
「
此
薬
泉
堺
野
遠
屋
宗
瑞
に
伝
授
。
有
奇
効
。
可
秘
卜
云
々
」
と
か
「
秘
薬
阿
佐
井
野
宗
瑞
二

(ll
)
 

伝
授
」
と
あ
る
。
宗
瑞
は
秘
薬
を
伝
授
さ
れ
る
ほ
ど
定
祐
と
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
宗
瑞
は
野
遠
屋
宗
瑞
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
堺
の
豪

商
野
遠
屋
の

一
族
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

『龍
山
二
師
遺
稿
』
で

「久
稲
二
泉
南
英
豪
―。
累
世
能
振
二
権
勢
こ
と
呼
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相
当
す
る
の
か
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
。

一
六
世
紀
の
後
半
頃
に
は
津
田
宗
達
、
宗
及
や
今
井

以
上
の
こ
と
か
ら
阿
佐
井
野
宗
瑞
は
野
遠
屋
の
一
族
と
し
て
豊
か
で
あ
り
、
竹
田
定
祐
か
ら
医
術
を
教
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

京
都
で
活
躍
す
る
定
祐
を
通
じ
て
月
舟
寿
桂
と
親
交
を
持
っ
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
野
遠
屋
の
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
資
金
の
い
る
出
版
と
い
う
事
業
を
個
人
で
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た

最
大
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
野
遠
屋
宗
瑞
と
し
て
の
特
徴
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

野
遠
屋
は
康
応
元
年
(
-
三
八
九
）

の
『
開
口
神
社
文
書
』
に
野
遠
屋
周
阿
弥
の
名
が
見
ら
れ
る
の
を
は
じ
め
、

(12) 

に
、
野
遠
屋
の
屋
号
を
持
つ
人
物
が
少
な
か
ら
ず
い
た
こ
と
が
資
料
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
し
か
し
阿
佐
井
野
氏
が
ど
の
野
遠
屋
に

(13) 

そ
こ
で
野
遠
屋
の
一
般
的
性
格
を
指
摘
す
る
し
か
な
い
の
だ
が
、
豪
商
野
遠
屋
は
、
堺
か
ら
奈
良
に
お
も
む
く
竹
内
街
道
の
要
地
、
河

内
国
八
上
郡
の
野
遠
郷
出
身
と
さ
れ
近
郊
の
商
業
集
落
な
い
し
農
村
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
土
倉
を
営
む
な
ど
高
利
貸
し
と
し
て

利
益
を
得
る
ほ
か
、
大
徳
寺
松
源
院
の
祠
堂
銭
を
借
入
し
勘
合
貿
易
に
よ
る
輸
入
唐
糸
取
引
で
利
益
を
得
て
い
た
も
の
も
い
る
と
さ
れ

(14) 
る
。
野
遠
屋
は
堺
の
自
治
組
織
と
し
て
著
名
な
会
合
衆
の
早
く
か
ら
の
一
員
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
野
遠
屋
の
よ
う
な
伝
統
的
な
地
縁
共
同
体
を
代
表
す
る
商
人
に
対
し
て
、

宗
久
な
ど
新
興
の
‘
貿
易
業
に
必
要
な
納
屋
を
持
つ
納
屋
衆
と
呼
ば
れ
る
商
人
が
台
頭
し
て
き
て
、
経
済
的
な
実
権
は
会
合
衆
か
ら
納
屋

衆
に
移
っ
て
い
っ
た
。

禄
―
一
年
(
-
五
六
八
）
織
田
信
長
が
堺
に
矢
銭
二
万
貫
を
課
し
た
時
、

堺
文
化
を
代
表
す
る
茶
の
湯
は
津
田
や
今
井
、
千
利
休
と
い
っ
た
納
屋
衆
が
中
心
で
あ
っ
た
。
『
天
王
寺
屋
会
記
』
天
文
一
八
年
(
-
五

(15) 

四
九
）
―
二
月
ニ
―
日
の
条
で
、
津
田
宗
達
は
野
遠
屋
兵
庫
の
茶
道
具
を
「
せ
か
い
わ
ろ
く
候
、
土
も
能
も
な
し
」
と
批
判
し
て
い
る
。
永

野
遠
屋
は
会
合
衆
の
代
表
と
し
て
反
信
長
の
立
場
を
と
っ
た
が
、

阿
佐
井
野
宗
瑞
と

『医
書
大
全
」
の
出
版 ゜

一
五
・
一
六
世
紀
の
堺
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今
井
宗
久
等
茶
人
グ
ル
ー
プ
の
納
屋
衆
は
信
長
に
結
び
つ
き
、
堺
の
有
力
者
の
意
見
は
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
結
局
堺
は
信
長
に
屈
し
て

先
述
の
如
く
南
宗
寺
の
大
林
宗
套
に
泉
南
の
英
豪
と
呼
ば
れ
た
阿
佐
井
野
宗
瑞
は
紬
松
町
に
あ
っ
た
南
宗
庵
の
有
力
な
檀
家
で
あ
っ
た
。

同
じ
く
帥
松
町
に
住
ん
で
い
た
著
名
な
茶
人
武
野
紹
鵡
（

一
五
0
ニ
ー
五
五
）
も
南
宗
寺
建
立
の
立
役
者
で
あ
り
、
紹
鵡
の
孫
の
宗
朝
が
ま

と
め
た

『龍
山
二
師
遺
稿
』
に
も
宗
瑞
の
偶
の
後
に
武
野
紹
鵡
の
「

一
閑
紹
鶴
居
士
十
七
年
忌
香
語
」
等
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
紹
鵡
の

子
宗
瓦
の
弟
子
が
野
遠
屋
を
批
判
し
た
津
田
宗
達
で
あ
り
、
宗
達
の
子
宗
及
の
女
婿
が
紬
松
町
に
在
住
し
織
田
信
長
に
通
じ
た
今
井
宗
久

で
あ
っ
た
。

し
て
み
る
と
宗
瑞
は
こ
れ
ら
の
商
人
・
茶
人
と
き
わ
め
て
近
い
所
に
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
子
孫
も
繁
栄
し
て
い
た
様
子
に
も
か

(16) 

か
わ
ら
ず
、
宗
瑞
は
じ
め
阿
佐
井
野
氏
の
名
は

『数
奇
者
名
匠
集
』
と
い

っ
た
茶
人
系
図
や
、
当
時
頻
繁
に
開
か
れ
て
い
た
茶
会
に
参
加

し
た
人
物
の
名
を
多
数
記
録
し
て
い
る

『天
王
寺
屋
会
記
』
等
の
茶
会
記
に
、

こ
の
こ
と
か
ら
宗
瑞
を
は
じ
め
と
す
る
阿
佐
井
野
氏
は
、

全
く
そ
の
名
が
登
場
し
な
い
。

野
遠
屋
の

一
族
と
し
て
、
新
興
の
納
屋
衆
の
茶
人
グ
ル
ー
プ
と
は
商
人
と
し

て
も
肌
合
い
の
ち
が
う
人
々
で
あ
り
、
政
治
家
に
近
づ
い
た
り
、
数
奇
者
の
世
界
に
生
き
る
の
で
は
な
く
、
仏
道
や
儒
学
、
医
学
を
修
め
、

(17) 

塾
を
開
い
て
教
育
に
努
め
る

一
族
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
宗
瑞
は
何
故

『医
書
大
全
』
を
出
版
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
医
学
は
万
人
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ

り
、
医
書
の
出
版
は
誰
で
も
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
と
も
言
え
る
が
、

井
野
宗
瑞
に
よ

っ
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

室
町
時
代
後
期
の
医
学
界
に
は
、

い
る
。

長
享
三
年

(
-
四
八
七
）
中
国
に
渡
り
、

゜

と
り
わ
け

『医
書
大
全
』
が
な
ぜ
医
書
の
中
で
吾
が
国
で
初
め
て
阿
佐

明
応
七
年
(
-
四
九
八
）
に
帰
朝
し
て
元
の
李
東
垣
、
朱
丹
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『
庶
件
日
録
』
は
文
明
一
六
年
(
-
四
八
四
）

四
月
七
日
の
条
に

淫
の
医
学
を
伝
え
た
田
代
三
喜
に
足
利
学
校
で
李
朱
の
医
学
を
学
ん
だ
曲
直
瀬
道
三
が
広
め
た
一
派
と
、

-
）
明
国
に
渡
り
、
漢
の
張
仲
景
の
方
傷
寒
論
医
説
を
日
本
に
伝
え
た
坂
浄
連
の
医
学
を
広
め
た
永
田
徳
本
の
傷
寒
論
医
学
の
流
れ
が
あ
っ

(lB) す
な
わ
ち
‘

明
に
渡
っ
て
学
ん
で
き
た
中
国
か
ら
の
医
学
が
最
も
尊
重
さ
れ
、
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
竹
田
定
祐
の
先
祖

昌
慶
も
渡
明
し
て
い
る
。
彼
ら
は
帰
国
の
際
医
書
を
当
然
持
ち
帰
っ
て
き
た
が
、
と
り
わ
け
宗
瑞
の
生
き
た
一
六
世
紀
の
堺
は
遣
明
船
の

発
着
地
と
し
て
繁
栄
を
誇
り
、

大
叔
の
日
記
『
庶
件
日
録
』

日
明
貿
易
に
よ
っ
て
『
医
書
大
全
』
を
始
め
多
く
の
医
学
書
も
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
堺
の
海
会
寺
の
季
弘

の
文
明
一
八
年
(
-
四
八
六
）
正
月
八
日
の
条
に
は

「販
舟
多
二
医
書
こ
と
あ
り
、

権
撰
）
、
『
奇
効
良
方
』
（
明

・
方
翌
編
）
、

(20) 
書
の
名
が
見
え
る
。

『
鍼
灸
資
生
経
』
（
宋

・
王
執
中
撰
）
、

大
全
』
に
つ
い
て
人
と
語
り
合
っ
て
い
る
。
阿
佐
井
野
宗
瑞
は
そ
の
時
―
二
歳
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
最
新

の
医
学
書
を
容
易
に
目
に
し
手
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
環
境
に
い
た
と
い
え
る
。

『
医
書
大
全
』
は
熊
宗
立
が
正
統
一
一
年
(
-
四
四
六
）
暮
春
の
自
序
で
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、

允
賢
が

『
医
方
集
成
』
を
刊
行、

そ
れ
に
熊
彦
明
が
続
増
し
て
『
歴
方
大
成
』
と
し
、
熊
宗
立
が

「
孫
氏
未
二
嘗
採
―者
典
二
夫
家
世
博
授
之

脳
総
彙
成
レ
編
凡
二
十
四
巻
」
と
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
熊
宗
立
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
呉
高
の
序
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、

-21) 

明
の
医
学
家
で
福
建
建
隔
の
人
、
医
学
に
精
通
し
、
著
作
が
多
い
と
い
っ
た
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
は
永
和
四
年
(
-
三
七
八
）

(22) 

に
帰
朝
し
た
武
田
昌
慶
が
『
医
方
集
成
』
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
『
医
方
大
成
』
の
名
は
文
明
―
二
年
(
-
四
八
O
)
成
立
の
一
条
兼
良
の

『
尺
索
往
来
』
に
載
っ
て
い
る
。
『
医
書
大
全
』
は
先
述
の
ご
と
く
文
明
一
六
年
(
-
四
八
四
）
宗
瑞
と
同
郷
の
堺
海
会
寺
の
季
弘
大
淑
が
読

阿
佐
井
野
宗
瑞
と

r
医
書
大
全
』
の
出
版

『
医
方
捷
径
』
（
明·
王
宗
顕
撰
）
と
い
っ
た
、
宋

•
明
版
の
医

明
応
年
間
(
-
四
九
ニ
ー
一
五
〇

『活
人
心
法
』
（
明
・
仙
朱

『
医
書
大
全
』
に
言
及
し
、
六
月

一
五
日
の
条
で
は
季
弘
大
叔
は

『
医
書

延
祐
年
間
（
一
三
―
四
ー
ニ
O
)
元
の
孫
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宗
瑞
が
出
版
の
価
値
を
認
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ん
で
い
て
、

『医
書
大
全
』
は
熊
宗
立
の
自
序
に
「各
巻
分
レ
門
各
門
折
レ
類
各
類
載
レ方
」「
使
下
人
展
レ
巻
提
二
其
綱
領
―而
節
目
分
明
上
°
治
レ
病
之
際
審
二

其
証
候
―゚

而
方
薬
備
具
。
得
レ
無
二
検
閲
之
繁
一」
と
あ
る
ご
と
く
分
類
が
き
っ
ち
り
と
な
さ
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
症
状
に
応
じ
た

処
方
薬
を
見
つ
け
る
の
に
便
利
な
手
引
書
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
は
あ
る
が
、
「
其
集
成
ヨ
リ
始
マ
リ
テ
後
チ

ノ
大
成
大
全
二
至
マ
テ
皆
ナ
治
療
方
剤
ノ
書
ニ
シ
テ
。

二
所
記
ス
病
論
ハ

。
医
道
ノ
切
要
ヲ
述
ヘ
テ
。
尤
ト
モ
初
學
者
ノ
便
タ
ラ
シ
ム
ル
ニ
足
レ
リ
。
」
（
岡
本
為
竹

『医
方
大
成
論
和
語
抄
』
元
禄
一

五
年
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
又
「
大
永
の
頃
よ
り
医
書
大
全
行
は
れ
て
大
成
す
た
る
。
東
井
師
の
抄
に
当
流
に
は
大
全
の
論
を
葛
し
て
よ
む
」

（
奈
須
恒
徳

『本
朝
医
談
』
文
政
五
年
）
と
あ
り
、
江
戸
時
代
ま
で
最
も
勢
力
の
あ
っ
た
曲
直
瀬
道
三
（
東
井
師
は
二
代
目
玄
朔
(
-
五
四
九
ー

一
六
四
三
）

最
新
の
中
国
か
ら
の
輸
入
医
学
書
の
―
つ
だ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
日
本
に
伝
わ
り
識
者
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
成
化
三
年
(
-
四
六
七
）
刊
の
『
医
書
大
全
』
は

の
こ
と
）

入
門
正
博
回
春
等
ノ
如
キ
療
治
本
ナ
リ
。
然
ル
ニ
其
ノ
医
書
大
全
ノ
毎
門
ノ
首
メ

の
家
で
も

『医
書
大
全
』
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
中
国
医
学
が
尊
重
さ
れ
た
室
町
後
期
の
医
学
界
で
、

そ
の
中
で
も
「
医
道
ノ
切
要
ヲ
述
ヘ
テ
。
尤
ト
モ
初
學
者
ノ
便
タ
ラ
シ
ム
ル
」
も
の
と
し
て
、
ま
さ
し
く
「
医
家
至
宝
」
（
阿
佐
井
野
版

『医

書
大
全
』
「
刊
語
」
）
に
値
す
る
特
徴
を
持

っ
て
い
た
。
多
く
の
医
者
が
求
め
て
い
た
便
利
で
役
立
つ
治
療
方
剤
の
手
引
書
で
あ
り
、

次
に
阿
佐
井
野
宗
瑞
と

『医
書
大
全
』
と
の
関
わ
り
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ

っ
た
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
先
に
南
宗
寺
の
大
林
宗
套
が

『龍
山
二
師
遺
稿
』
で

「好
―医
術
五
了
倉
公
扁
鶴
一」
と
宗
瑞
を
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
宗
瑞
は
医
学
に
興
味
を
持
ち
学
ん
で
い
た
。
彼
が

医
を
業
と
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、

『月
海
雑
録
』

『医
書
大
全
』
は
最
新
の
中
国
伝
来
の
医
学
書
の
―
つ
で
あ
り
、

で
は
竹
田
定
祐
よ
り
薬
の
秘
伝
を
受
け
て
お
り
、

そ
こ
に

「
偏
窟
押
薬
宗
瑞

ニ
ロ
偶
、
此
美
心
院
殿
淡
路
殿
へ
博
授
、
宗
瑞
淡
路
殿
博
之
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
医
術
を
実
際
に
施
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
『
医
書
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゜

も
出
席
し
て
い
て
扁
鶴
倉
公
伝
の
話
を
聞
き
そ
れ
を
定
祐
が

『
月
海
雑
録
』
に
記
録
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
全
』
刊
行
に
際
し
て
宗
瑞
は
明
版
の
誤
謬
を
「
弁
誤
」
で
直
し
て
い
る
が
、

李
恒
等
撰
）
、

『
外
科
精
要
』

（
南
宋
•
陳
自
明
撰
）
、

そ
の
宗
瑞
は
出
版
ま
で
に
当
然

『医
書
大
全
』
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

竹
田
定
祐
の

『月
海
雑
録
』
に
は
、

入
事
ソ
」
と
あ
る
。

と
が
記
さ
れ
、

交
流
を
も
ち
、

書
大
全
』

『和
剤
方
』
（
宋
・
元
時
代
の
薬
局
方
書
）
、

『袖
珍
方
』
（
明
・
(23) 

『
抜
幸
方
』
（
『
済
生
抜
粋
方
』
は
元
・
杜
思
敬
編
）
に
よ
っ
て
お
り
、
中
国
の
医
学
書
の
知

「
一
華
和
尚
扁
鶴
倉
公
力
博
ヲ
講
セ
ラ
ル
時
ノ
玉
ク
、
然
ト
モ
熊
氏
力
医
書
大
全

二
云
タ
ル
上
ハ
不

一
華
和
尚
と
は
月
舟
寿
桂
の
こ
と
で
あ
る
。
月
舟
は
永
正
一
七
年
(
-
五
二

O
)

1
0
月
よ
り
大
永
四
年
(
-
五
二
四
）

六
月
ま
で

『史
記
』
の
講
義
を
建
仁
寺
で
行
っ
て
い
る
（
『実
隆
公
記
』
）。
そ
の
際
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
が
月
舟
の
講
義
に
竹
田
定
祐

阿
佐
井
野
宗
瑞
が
定
祐
と
と
も
に
月
舟
寿
桂
の
講
義
に
臨
席
し
た
記
録
は
見
出
せ
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
天
正
一
六
年
(
-
五
四

(24) 

七
）
の
識
語
を
持
つ

『
医
書
大
全
講
義
』
の
中
の

『
医
学
源
流
』
に
つ
い
て
の
考
証
で
、
月
舟
寿
桂
が

『
医
書
大
全
』
の
誤
謬
を
正
し
た
こ

そ
の
考
え
が
そ
の
ま
ま
阿
佐
井
野
版
『
医
書
大
全
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宗
瑞
は
月
舟
寿
桂
と
直
接

『医
書
大
全
』
他
の
医
学
の
知
識
の
教
授
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
『
龍
山
二
師
迫
稿
』
の
大
林
宗
套
の
語
『
應

見
二
済
北
宗
匠
―。

随
虞
直
耕
機
宜
」
の
「
清
北
宗
匠
」
と
は
建
仁
寺
の
月
舟
寿
桂
の
こ
と
で
あ
り
、

の
活
発
な
話
し
合
い
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
無
理
は
な
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
月
舟
は
阿
佐
井
野
版
『
医

の
巻
末
に
宗
瑞
の
出
版
姿
勢
を
具
体
的
に
記
し
た

「刊
語
」
を
書
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
月
舟
は
医
学
に
関
す
る
知
識
も

深
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

大
永
八
年
に
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
堺
で
刊
行
し
た

『医
書
大
全
』
は
明
の
熊
宗
立
の
原
版
を
ど
の
よ
う
な
形
で
復
刻
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

阿
佐
井
野
宗
瑞
と

『医
書
大
全
』
の
出
版

そ
れ
に
は
『
医
書
大
全
』
に
つ
い
て

識
を
充
分
に
も
っ
て
い
た
。
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阿
佐
井
野
版
『
医
書
大
全
』

の
現
存
諸
本
は
、
箪
者
が
実
見
ま
た
は
目
録
に
よ
っ
て
所
在
を
確
認
し
た
も
の
で
は
、
大
阪
府
立
図
書
館

二
本
、
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
六
本
、
天
理
図
書
館
、
龍
門
文
庫
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
、
鶴
見
大
学
図
書
館
各
一
本
、
宮
内

庁
書
陵
部
二
本
、
国
立
国
会
図
書
館
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、
岩
崎
文
庫
、
岩
瀬
文
庫
‘
尊
経
閣
文
庫
、
医
学
文
化
館
各
一
本
、
研
医

(26) 

会
眼
科
図
書
館
二
本
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
全
二
十
四
巻
の
内
容
以
外
に
「
医
学
源
流
」
一
巻
を
持
つ
本
と
、
「
医
学
源
流
」
を
欠
く
本
の
二

通
り
に
分
か
れ
る
。
ま
た
零
本
、
合
冊
本
以
外
は
九
冊
乃
至
一

0
冊
本
で
あ
る
。

阿
佐
井
野
宗
瑞
の
復
刻
し
た
も
の
が
ど
の
様
な
形
態
を
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

版
『
医
書
大
全
』
は
第

一
冊
目
の
序
の
後
に
「
医
学
源
流
」
を
持
つ一

0
冊
本
で
あ
る
。
ま
た
先
述
の
天
正
一
六
年
成
立
の
『
医
書
大
全

講
義
』
に
熊
宗
立
が
景
泰
元
年
に
「
医
学
源
流
」
を
編
集
し
、

『
医
書
大
全
』
の

「
巻
首
二
付
タ
リ
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
現
存
阿
佐
井
野

版
『
医
書
大
全
』
の
中
に
は
「
医
学
源
流
」
を
持
た
な
い
か
、
持
っ
て
も
一
冊
目
に
な
い
の
が
あ
る
が
、
大
永
八
年
に
阿
佐
井
野
宗
瑞
が

復
刻
し
た
当
初
の
『
医
書
大
全
』
は
巻
首
に
「
医
学
源
流
」
を
持
つ
一

0
冊
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
現
存
の
阿
佐
井
野
版
の
諸
本
の
中
で
、
「
医
学
源
流
」
を
第
一
冊
目
に
持
ち
、

医
学
源
流
）
、
第
二
冊
（
目
録
）
、
第
三
冊
（
巻
一
、

二
、
三
）
、
第
四
冊
（
巻
四
、
五
、
六
）
、
第
五
冊
（
巻
七
、
八
、
九
）
、
第
六
冊
（
巻

+
、
十

一
、
十
二
）
、
第
七
冊
（
巻
十
三
、
十
四

現
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
成
化
三
年
刊
の
明

明
版
と
ほ
ぽ
同
じ
構
成
、
す
な
わ
ち
第
一
冊
（
序

十
五
）
、
第
八
冊
（
巻
十
六
、
十
七
、
十
八
）
、
第
九
冊
（
巻
十
九
、
二
十
、
二
十
一
）
、
第
一
〇

(27) 

冊
（
巻
二
十
二
、

二
十
三
、
二
十
四
、
弁
誤
、
刊
記
）
と
い
っ
た
構
成
の
、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
を
取
り
上
げ
、
宗
瑞
が
復
刻
し
た
明
版
と

比
較
し
な
が
ら
阿
佐
井
野
版
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
但
し
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
明
版
『
医
書
大
全
』

裏
打
ち
が
施
さ
れ
た
改
装
本
で
あ
る
の
で
、

の
現
状
は
全
体
に

明
版
の
原
装
部
分
と
の
比
較
に
努
め
た
。
な
お
、
両
本
は
第
一
冊
首
に
、
呉
高
の
序
（
天
順
二

年
）
、
熊
宗
立
の
自
序
（
正
統
十

一
年
）
、
第
二
冊
目
録
末
に
「
成
化
三
年
丁
亥
熊
氏
種
徳
堂
刊
」
の
原
刊
記
を
持
つ
。
ま
た
巻
一
風
門
か
ら

(28) 

巻
二
十
四
小
児
門
ま
で
の
病
論
・
方
論
の
内
容
は
両
本
と
も
共
通
で
あ
る
。

自
序
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内
録目 題序 TnilJ 題 匡 大 書

題 題竺四 郭 き 誌
題・

簑、-・
内 さ 事

項

名新 新 後＾後^ 見有小――四 明
方編 刊

ネヽfllネヽm 出界字 三 八周 版
類名 名 陰 双行・双

面
証害大医 類証方

方 右畢 刻
イ/1—. 三 辺 九

類
上害 注二 x X 書

畠 銀方 書医 四 ー 大
← 子—一 全

全 大書医 閃
.. 

各書 大全 五.第-、全
全
巻 セ セ

四＾ i 内序
ン ン

冊第
容＾

チ チ
以三

目下冊
録

世 巻
数

同同 同 ＾同 同同同一二左 阿
上上 上 後上一 上上上三一右 ＇ 佐Iヽ

補ヽ 行・双 井

虞
0 辺 Iヽ 野
二 X X 版
四ー墨

已芙喜
字四

゜五 ゜
巻
内

セ セ 全
ン ン ... 

六^  ロ
チ チ

両
本
の
書
誌
事
項
の
特
徴
を
比
較
す
る
と

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

両
者
の
違
い
の
特
徴
的
な
こ
と
は
‘

阿
佐
井
野
版
が
第

一
0
冊
に
、

阿
佐
井
野
宗
瑞
と

『医
書
大
全
』
の
出
版

明
版
が
持
た
な
い
「
弁
誤
」
と
「
刊
語
」
各
一
丁
を
新
た
に
補
刻
し
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大
き
さ
は
阿
佐
井
野
版
が
全
体
、
匡
郭
内
共
に
大
き
い
。
毎
半
丁
の
行
数
‘
字
数
は
同
じ
で
あ
り
、

行
数
の
ず
れ
が
見
ら
れ
、

8
 
6
 
ー

阿
佐
井
野
版
の
方
が
字
が
大
き
い
。
一

字
形
は
同
風
で
あ
り
、
字
体
は
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
同
じ
字
が
陰
刻
と
陽
刻
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

阿
佐
井
野
版
は
明
版
が

一
行
ず
つ
に
書
い
て
二
行
に
し
て
い
る
所
が
あ
る
。
従
っ
て
、
比
較
し
て
み
る
と
、
所
々
に

阿
佐
井
野
版
の
方
が
行
数
が
多
い
こ
と
が
あ
る
。
序
題
・
目
録
題
、
内
題
、
尾
題
は
同
じ
だ
が
、

心
の
題
が
目
録
、
各
巻
と
も
に
四
種
も
あ
る
の
を
、

さ
れ
て
い
る
。
両
本
の
丁
数
を
比
較
す
る
と
、

巻
末
に
「
弁
誤
」
、
「
刊
語
」
各
一
丁
の
増
補
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
行
に
二
列
に
割
り
書
き
し
て
い
る
の
を

阿
佐
井
野
版
五
〇
八
丁
‘

明
版
五

0
四
丁
で
、

明
版
で
は
柱

阿
佐
井
野
版
は
目
録
が

「医
書
全
目
録
」
、
各
巻
の
題
が
「
医
書
全
」
と
一
種
に
整
理

阿
佐
井
野
版
が
四
丁
多
い
。
そ
れ
は
第
一

冊から九冊までは両本ともまったく同じ丁数で、第一0冊が巻二十二、二十四で阿佐井野版が各一丁ずつ多いことと、
柱 尾
心 題

-^四 書医． -数^ 書全医 大書医 黒ロ
名新新名
方刊編方

類名名方 類
璽書医綬目全 証方証
- -・  序

書医 証類 類証 書医冊・全冊医
以-事Eヨ ＾ • 源

大^全 大書医 大書医 大^ 全〗車医自 巻全也`士

全目＾ 巻全全目
巻•丁

三＾ ＾録． 主医自0 、数 以巻巻-

誓大 目＾
下ニー

録第
、、一''一’

・一
全
圭医Eヨ： -冊巻
全

＾ I 
目
録

十 丁

書医 書医 大全 上同 同同同同
上上上上

全全序

巻目＾
一録源
~ ~l‘士11L 
I丁 -
ー数 ＾
平-丁

讐扇-数
←ー. ~ 

祠―第＿匪＿

冊 冊、一
以
下



といった具合である。 五 ＝ 十 薬
十 十 十
四 八 四 名

句

驚氣-
先 消 氣
活 風 散

闘 愈 散
風
m I笏

自 生 先 天 明
偲 地 活 台 版
蚕 黄 9声呵 ー可l

薬 夏医＾ な ~ な
両

＾ なし しヽ
し 全
‘ー‘ ... 
薬
種

斤
盤

自 生 兜 天 阿
橿 地 活 台 佐
蚕 黄 烏 井

薬 野
半 四 両 版
両 両 ... 

両

I 
全.. 
函
種

斤
蘭

巻
之
一
風
門
を
例
に
す
る
と

こ
う
し
て
み
る
と
、

復
刻
し
た
も
の
と
い
え
る
。
柱
心
の
題
を
統
一
し
て
い
る
こ
と
に
、

と
こ
ろ
で
、
宗
瑞
は
復
刻
に
当
た
っ
て
単
に
明
版
を
再
版
す
る
と
い
っ
た
態
度
で
は
な
く
、
内
容
を
吟
味
し
た
う
え
で
批
判
的
に
再
刻

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

阿
佐
井
野
宗
瑞
の
復
刻
し
た
『
医
書
大
全
』
は
明
版
「
医
書
大
全
』
二
四
巻
一

0
冊
を
形
態
的
に
は
ほ
ぽ
忠
実
に

阿
佐
井
野
版
の
よ
り
整
理
さ
れ
た
姿
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う。

阿
佐
井
野
版
に
追
加
さ
れ
た
「
弁
誤
」
に
「
今
所
レ
刊
之
書
典
二
大
明
板
玉
E

二
斤
雨
分
鉄
之
異
―。
彼
板
有
下
薬
種
之

下
不
レ
載
二
斤
雨
―者
上
。
又
有
下
薬
種
同
者
瓶
考
二
諸
方
一
改
L

レ
之
。
若
有
下
善
本
自
二
大
明
如
貪
則
復
嘗
レ
用
レ
彼
也」

と
あ
る
ご
と
く
‘

阿
佐
井
野
宗
瑞
と

r
医
書
大
全
』
の
出
版

阿
佐

井
野
版
は
明
版
の
薬
種
や
そ
の
斤
最
を

「考
二
諸
方
ー」
し
て
か
ら
訂
正
・
追
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「弁
誤
」
で
は
巻
七
気
門
の
姜
合

丸
、
去
鈴
丸
‘
巻
十
四
水
腫
門
の
家
蔵
方
消
腫
園
、
巻
十
六
脱
肛
門
の
釣
腸
園
、
巻
十
九
窟
疸
門
の
柁
子
黄
苓
湯
、
巻
二
十
一
婦
人
門
の

六
合
湯
‘
巻
二
十
四
小
児
門
の
金
露
闘
の
斤
両
を
、
宋
・
元
•
明
版
の
医
学
書
の
説
に
よ
っ
て
直
し
て
あ
る
。

し
か
し
両
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
薬
種
と
斤
量
の
訂
正
・
追
加
は

「弁
誤
」
の
部
分
だ
け
で
は
な
く
全
体
に
渡
る
。
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と
入
れ
代
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
阿
佐
井
野
版
が
復
刻
に
際
し
、
例
え
ば
「
桑
白
皮

こ、
.

J

 

、1

明
版
で
は
同
じ
斤
量
の
薬
種
を
バ
ラ
バ
ラ
に
記
述
し
て
い
る
の
を
、
ま
と
め
て
記
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
先
に
も
触
れ
た
が
、

と
あ
る
が
、

『
医
書
大
全
講
義
』
に
『
医
学
源
流
』

中
の
唐
慎
微
、
掌
馬
錫
に
つ
い
て
月
舟
寿
桂
が
明
版
の
誤
り
を
正
し
た

阿
佐
井
野
版
第

一
冊
の
「
医
学
源
流
」
の
そ
の
部
分
で
は
、
「
唐
慎
微
、
宗
立
誤
テ
、
三
国
ノ
蜀
ノ
中
へ
入
タ
リ
」
と
い
う
こ

と
で
明
版
に
あ
る
唐
慎
微
の
前
に
つ
け
た
「
蜀
」
の
文
字
を
削
っ
て
あ
る
。
さ
ら
に
『
医
書
大
全
講
義
』
に

「掌
馬
錫
、
月
舟
ノ
考
ヘ
ラ

レ
タ
リ
、
劉
馬
錫
ハ
唐
人
詩
人
ソ
」
と
あ
る
が
、

本
一方
以
正
」
（
「
刊
語
」
）
と
い
う
形
で
訂
正
し
、

生
乾
地
黄
柴
胡

桑

白

皮

半

夏

紫

苑

甘

草

白

萩

苓

明
版
で
宋
の
項
目
に
劉
馬
錫
と
あ
る
の
を
、

地

骨

皮

秦

丸

黄

者

阿
佐
井
野
版
は
掌
馬
錫
と
し
、

「大
明
版
宋

部

載

劉

馬

饂

゜
劉
唐
人
也
。
恐
字
誤
欺
。
今
改
劉
作
レ
掌
゜
蓋
掌
馬
錫
宋
人
也
」
と
付
記
し
て
あ
る
。
こ
の
事
実
は
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
、

『
医
書
大
全
』
の
出
版
に
際
し
て
充
分
に
月
舟
寿
桂
の
意
見
を
考
應
し
、
そ
れ
を
実
際
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
し
か
も
「
若
有
証
口
本
自
二
大
明
盃
ぞ
則
復
告
巴
用
レ
彼
也
」
と
さ
ら
な
る
訂
正
を
求
め
て
い
る
。

宗
瑞
の
復
刻
し
た
『
医
書
大
全
』
は
全
五

0
八
丁
、
二
丁
を
一
枚
の
版
木
に
刻
し
た
と
す
る
と
、
二
五
四
枚
に
な
る
。
個
人
の
事
業
と

し
て
は
「
捨
財
刊
行
」
（
「
刊
語
」
）
と
い
う
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
内
容
に
つ
い
て
は

「彼
明
本
有
二
三
窯
之
謬

―。
令
レ
就
二
諸
家
考

さ
ら
に
薬
種
の
斤
量
に
つ
い
て
は
「
窺
考

二
諸
方

＿
改

レ
之
」
（
弁
誤
）
と
い
う
姿
勢
で
正

半
夏
紫
苑
甘
草
、
各
二
両
半
」
と
い
う
よ

知

母

赤

芍

薬

肉

桂

人

参

苦

梗

天

門

冬

繋

甲

と
あ
る
が
、
阿
佐
井
野
版
で
は

黄

柴

胡

甘

草

桑

白

皮

半

夏

地

骨

皮

知

母

黄

者

秦

冗

敷

甲

人

参

白

萩

苓

紫

苑

苦

梗

赤

芍

薬

天

門

冬

生

乾

地

ま
た
巻
三
十
努
療
門
嗽
血
の
二
十
六
黄
者
繋
甲
散
で
は
薬
種
の
順
序
が
、

肉
桂

明
版
は
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利
用
さ
れ
た
。

論
」
と
し
て

一
六
世
紀
の
堺
の
一
私
人
が
そ
れ
ま
で
誰
も
行
っ
て
い
な
い
明
の
医
学
書
を
復
刻
出

最
後
に
阿
佐
井
野
版

『医
書
大
全
』
の
そ
の
後
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

『医
書
大
全
』
は

『医
方
集
成
』
、

え
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
大
永
八
年
の

い
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

『医
方
集
成
』
は
目
ざ
ま
し
い
影
孵
力
を
持
た
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

ら
も
医
術
を
施
し
た
と
さ
れ
る
山
科
言
継
の

『言
継
卿
記
』
の
天
文
一
九
年
(
-
五
五
O
)
閏
五
月
三
日
条
に
あ
る
ご
と
く
、
「
医
方
大
成

一
条
邸
に
お
い
て
吉
田
桂
蔵
が
講
演
を
行

っ
て
い
る
。
元
の
孫
允
賢
の

『南
北
経
験
医
方
大
成
』
一
0
巻
そ
の
も
の
は

『医

書
大
全
』

小
瀬
甫
庵
の
文
禄
五
年
(
-
五
九
六
）
刊
本
以
下
数
種
あ
り
、

『医
方
大
成
』
を
踏
ま

の
よ
う
に
我
が
国
で
復
刻
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
薬
方
を
除
い
た
病
論
の
七
二
門
を
集
め
た

『医
方
大
成
論
』
は
、
古
活
字
本
に

(29) 

江
戸
時
代
に
は
多
く
の
版
本
が
刊
行
さ
れ
医
家
の
間
に
流
行
し
た
。
但
し
こ

の

『医
方
大
成
論
』
は
元
版
の

『医
方
大
成
』
の
病
論
そ
の
も
の
を
抜
き
書
き
し
た
の
で
は
な
く
、
並
べ
方
を
変
え
、

『医
書
大
全
』
の
論

を
補
っ
て
い
る
。
ま
た

『医
書
大
全
』
の
病
論
の
み
を
集
め
た
『
医
書
大
全
論
』
の
古
活
字
版
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し

『医
書
大
全
』
は
阿
佐
井
野
宗
瑞
に
よ

っ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
「
大
永
の
頃
よ
り
医
書
大
全
行
わ
れ
て
大
成
す
た
る
」

（
奈
須
恒
徳

『本
朝
医
談
』）
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い

『医
方
大
成
』
を
上
回
る
影
響
力
を
持

っ
た
。
ま
た
江
戸
時
代
ま
で
大
き
な
勢
力
の
あ
っ

(32) 

た
道
三
流
の
曲
直
瀬
玄
朔
が
天
正
七
年
(
-
五
七
九
）

二
月
の

『医
方
大
成
論
釈
談
』
で
「
大
成
ヨ
リ
モ
大
全
ハ
精
キ
ゾ
、
大
成
ニ
ハ
婦
人

成
論
ニ
ナ
キ
ノ
大
全
ノ
論
ヲ
モ
書
キ
タ
ル
」
の
が
道
三
流
と
他
流
と
の
違
い
だ
と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、

門
小
児
門
卜
斗
ア
ル
ニ
、
大
全
ハ
大
成
ヨ
リ
コ
マ
カ
ニ
大
成
元
キ
事
ヲ
加
ル
」
と

『医
方
大
成
』
よ
り
も

『医
書
大
全
』
を
評
価
し
、
「
大

『医
書
大
全
』
は
有
力
な
医
者
に

阿
佐
井
野
宗
瑞
と

r
医
害
大
全
』
の
出
版 ゜『医

書
大
全
』
出
版
の
以
前
に

『集
成
』

『医
方
大
成
』
の
場
合
は
自

『大
成
』
共
に
日
本
に
到
来
し
知
識
人
に
知
ら
れ
て

版
す
る
こ
と
と
し
て
、
き
わ
め
て
真
摯
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
れ
て
い
る
。
宗
瑞
の
刊
行
に
際
し
て
の
態
度
は

-171-



事
実
、

阿
佐
井
野
版

『
医
書
大
全
』
の
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
に
は
「
天
正
十
二
年
秋
八
月
十
五
日
薬
院
使
全
宗
得
之

翠
竹
道
三
（
花

押
）
」
と
い
う
餓
語
が
巻
末
に
あ
り
、
曲
直
瀬
道
三
(
-
五
0
七
ー
九
四
）
が
阿
佐
井
野
版
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
又
国
立
公
文
書

館
所
蔵
の
明
版
『
医
書
大
全
』
は
「
江
戸
医
学
蔵
書
之
記
」
「
多
紀
氏
蔵
書
印
」
の
印
記
を
持
ち
、
こ
の
本
が
江
戸
幕
府
医
官
多
紀
氏
の
旧

蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
に
は
阿
佐
井
野
版
の
「
弁
誤
」
の
部
分
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
『
本
朝
医
談
』
の
著
者
幕
府
医
官

奈
須
恒
徳
も
龍
門
文
庫
所
蔵
本
の
所
持
者
で
あ
っ
た
。
東
大
本
と
書
陵
部
本
の
一
本
も
多
紀
氏
‘
杏
雨
書
屋
本
の
一
本
は
曲
直
瀬
道
三
（
玄

朔
）
旧
蔵
に
な
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
印
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
有
力
な
医
者
の
多
く
が
阿
佐
井
野
版
『
医
書
大
全
』
を

こ
の
よ
う
に
需
要
が
多
く
あ
っ
た
故
か
ら
か
、

阿
佐
井
野
版

『医
書
大
全
』
の
版
木
は
江
戸
中
期
ま
で
残
っ
て
い
た
よ
う
で
、

ま
で
刷
本
が
書
蝉
か
ら
売
り
出
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
『
医
学
源
流
』

そ
の
頃

(33) 

寛
文
一

0
年
（
一
六
七
O
)
か
ら
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
か
け
て
の
書
騨
の
出
版
書
籍
目
録
に
『
医
書
大
全
』
の
書
名
が
あ
り
、

の
ほ
と
ん
ど
が
一

0
冊
本
で
あ
る
。
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）

書
大
全
』

1
0
冊
「
中
野
小
左
」
、

『医
学
源
流
』

で
は
一
五
匁
、
元
禄
九
・
宝
永
六
年
（
一
六
九
六
•
一
七

0
九
）

匁
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
で
は
二

0
匁
で
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
禄
九
・
宝
永
六
年
、

そ

で
は
一
六

正
徳
五
年
の
書
籍
目
録
に
は
『
医

一
冊
「
風
月
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
元
の
名
が
あ
る
。
中
野
小
左
衛
門
は
真
言
書
、
風

(34) 

月
庄
左
衛
門
は
儒
書
・
医
書
の
出
版
元
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
京
都
の
出
版
書
陣
で
あ
っ
た
。
阿
佐
井
野
版
『
医
書
大
全
』
は
江
戸
時
代

中
期
ま
で
便
利
な
医
学
書
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
我
が
国
で
初
め
て
医
学
書

『
医
書
大
全
』
を
復
刻
出
版
し
た
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
人
物
と
そ
の
出
版
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の

゜

書
大
全
』
と
独
立
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

利
用
し
て
い
た
様
子
が
伺
え
よ
う
。

一
巻
は
古
活
字
本
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
『
医
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、王‘‘、 ら
れ
、
二
百
年
近
く
後
の
江
戸
時
代
中
期
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
た
。

際
し
て
の
態
度
は

物
で
あ
っ
た
。
地
縁
的
共
同
体
の
中
で
財
力
を
蓄
え
た
野
遠
屋
の
一
族
で
あ
り
、
学
問
、
特
に
医
学
に
関
心
を
持
ち
、

都
の
当
時
一
流
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
建
仁
寺
月
舟
舞
桂
の
教
え
を
乞
ま
で
に
至
っ
た
。
吾
が
国
で
は
中
国
医
学
が
尊
重
さ
れ
て
い
た
が
、

日
明
貿
易
で
多
く
の
医
書
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
堺
在
住
の
宗
瑞
は
、
医
方
を
広
め
て
人
々
を
救
う
志
を
持
っ
て
、

書
の
一
っ
で
あ
り
、
治
療
方
剤
の
手
引
書
と
し
て
最
も
便
利
で
あ

っ
た

『
医
書
大
全
』
を
捨
財
刊
行
る
こ
と
に
な
っ
た
。

総
じ
て
阿
佐
井
野
版
『
医
書
大
全
』
は
明
版
の
原
本
を
形
態
的
に
は
ほ
ぼ
忠
実
に
復
刻
し
て
い
る
。
全
五

0
八
丁
‘

は
「
瓶
考
諸
方
ー改
レ之
」
と
い
う
姿
勢
で
正
し
、

木
に
刻
し
た
と
す
る
と
、
二
五
四
枚
に
な
る
。
ま
た
内
容
に
つ
い
て
は
月
舟
特
桂
の
意
見
を
入
れ
て
改
め
、
特
に
薬
種
の
斤
量
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
善
本
で
の
訂
正
を
求
め
て
い
る
（
「
弁
誤
」
）
。
宗
瑞
の
『
医
書
大
全
』
出
版
に

一
六
世
紀
泉
南
堺
の
一
私
人
が
そ
れ
ま
で
誰
も
行
っ
て
い
な
い
明
か
ら
の
輸
入
医
学
書
を
復
刻
出
版
す
る
こ
と
と
し

て
、
り
っ
ぱ
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
刊
行
し
た
『
医
書
大
全
』
は
曲
直
瀬
道
三
等
医
学
界
の
大
物
に
も
重
宝
が

(
1
)
例
え
ば
山
岸
徳
平

『
書
誌
学
序
説
』
、
一

九
七
七
年
、

一
八
一
頁

(
2
)
三
省
堂
編
修
所
編

『
コ
ン
サ
イ
ス
人
名
辞
典
日
本
編
』、
一
九
八
六
年
、

(
3
)
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
天
保
三
年
写
本
に
よ
る
。

(
4
)
澤
庵
和
尚
全
集
刊
行
会
編

『
澤
庵
和
尚
全
集
』
巻
六
、
昭
和
二
年
、
九
ー
一
三
頁

阿
佐
井
野
宗
瑞
と
『
医
書
大
全
』
の
出
版

宗
瑞
は
文
明
五
年
(
-
四
七
三
）
に
生
ま
れ

項
目
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、

以
下
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

一
七
頁

一
六
世
紀
前
半
の
繁
栄
を
誇
る
堺
に
生
き
、

天
文
元
年
(
-
五
三
二
）
五
月
に
没
し
た
人

そ
の
熱
心
さ
は
京

明
か
ら
の
最
新
の
輸
入

二
丁
を
一
枚
の
版
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(
5
)
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
所
蔵
写
本

(
6
)
詳
細
な
月
舟
舟
桂
の
註
が
入
っ
た
宗
版

『史
記
』
（
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
所
蔵
）
も
現
存
す
る
。

(
7
)
足
利
学
校
迫
蹟
図
書
館
所
蔵
自
筆
本

(
8
)
禅
学
大
辞
典
編
纂
所
編

『新
版
禅
学
大
辞
典
』
、

一
九
九
一
年
、

三
七
八
頁
。
済
北
の
項
に
臨
済
義
玄
の
異
称
と
あ
る
。

(
9
)
朝
倉
尚

『禅
林
の
文
学
』
、
昭
和
六

0
年
、
四
五
七
頁

(10)
東
京
大
学
史
料
編
謀
所
所
蔵
写
本

『竹
田
月
海
光
照
法
印
像
賛
等
抄
録
』
に
よ
る
。

(11)
定
祐
の
兄
円
俊
高
定
は
、
明
応
元
年
(
-
四
九
二
）
に
堺
に
住
ん
で
い
た
。
後
柏
原
帝
か
ら
薬
師
院
の
号
を
賜
り
、
堺
に
定
住
。
そ
の
嗣
円

瑳
定
信
は
豊
臣
秀
吉
よ
り

一
千
石
を
給
せ
ら
れ
、
文
禄
三
年

―
二
月
に
法
印
と
な

っ
て
紬
松
に
屋
敷
地
を
与
え
ら
れ
た
（
「
泉
州
堺
医
学
竹
田

薬
師
院
由
緒
書
」

『堺
市
史
』
第
四
巻
所
収
）

ま
た
文
禄
二
年
、
宗
瑞
の
子
孫
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
阿
佐
井
野
承
瑞
（
阿
佐
井
野
氏
十
三
代
）
は

『薬
性
草
木
名
鑑
』
二
巻
（
武
田
科
学

振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
）
と
い
う
本
草
書
を
完
成
し
て
い
る
。

寛
永
二
年
に
亡
く
な

っ
た
薬
師
院
石
林
円
玖
は
「
其
族
阿
佐
井
野
」
「
即
大
醤
竹
田
薬
師
院
主
也
」
（
「
明
暗
雙
雙
集
」
第
一
巻

『澤
庵
和
尚

全
集
』
巻
七
所
収
）
と
言
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
竹
田
と
阿
佐
井
野
は
親
戚
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

(12)
堺
市
役
所
編

『堺
市
史
』
第
四
巻
資
料
編
第
一
、
昭
和
五
年
、
四
六

一
頁

(13)
豊
田
武
「
堺
」
（
『豊
田
武
著
作
集
』
第
四
巻
、
昭
和
五
八
年
、
所
収
）
に
よ
る
。

(14)
佐
々
木
銀
弥

『日
本
中
世
の
流
通
と
対
外
関
係
』
、
平
成
六
年
、
六
九
I
七
0
頁

(15)
『天
王
寺
屋
会
記
』
六
、

一
九
八
九
年
、

二
三
頁

(16)
注

(12)
と
同
書
、

三
二
四
頁

(17)
阿
佐
井
野
版
『
唐
賢
三
体
詩
』
の
刊
語
に
、
「
此
板
流
伝
自
京
至
泉
南
於
是
阿
佐
井
野
宗
禎
購
以
置
之
於
家
塾
也
」
と
あ
る
。

(18)
富
士
川
源

『
日
本
医
学
史
』
、
昭
和

一
六
年
、
一
四
七
頁

(19)
竹
田
昭
慶

『文
明
口
訣
』
（三
木
栄
「
室
町
時
代
の
堺
の
医
事
」

『和
泉
志
』
一

九
号
、

(
2
0
)三
木
栄
『

体
系
•
世
界
医
学
史
』

第
四
部
、
昭
和
四
七
年
、

一
七
、
二
三
頁

一
九
五
九
年
、
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
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阿
佐
井
野
宗
瑞
と
『
医
書
大
全
』
の
出
版

七
五
八
頁

昭
和
三
七
ー
三
九
年
、

所
収

(21)
呉
海
林
・
李
延
油
編

『中
国
歴
史
人
物
辞
典
』
、

一
九
八
三
、
五

0
六
頁
。
熊
宗
立
の
著
作
と
し
て
、『
脈
訣
図
要
俗
解
』
六
巻
、

『傷
寒
運
氣

全
書
』
一

0
巻、

『外
科
精
要
付
迫
』
三
巻、

『婦
人
良
方
補
迫
大
全
醤
蔵
目
録
』
二
四
巻
‘

『類
證
錢
氏
小
児
直
訣
』

一
0
巻、

『索
問
運
氣

闘
括
定
局
立
成
』

一
巻
等
が
あ
る
（
陳
邦
賢

『支
那
医
学
史
』
、
昭
和

一
五
年
‘

ニ

―
八
ー
ニ
ニ
五
頁
）
。
日
本
に
伝
わ
り
出
版
さ
れ
た
の

は、

『医
苦
大
全
』
が
最
初
で
あ
る
が
、
天
文
五
年
(
-
五
三
六
）
入
明
の
谷
野

一
柏
が
明
刊
本

『八
十

一
難
経
』
三
巻
を
越
前
で
復
刊
し
て

い
る
。

(22)
注

(19)
と
同
書
に
よ
る
。

(23)
注

(20)
と
同
書
、

一
七、

一
八、

二
三
頁

(24)
無
窮
会
神
習
文
廊
所
蔵
写
本

(25)
今
泉
淑
夫

『束
語
西
話
』
、
平
成
六
年
、

二
四
三
頁

(26)
小
曽
戸
洋
「
『名
方
類
証
医
告
大
全』

解
題
」
（
北
里
研
究
所
附
屈
束
洋
医
学
研
究
所
編

『和
刻
漢
籍
医
書
集
成
』
第
七
編
、

一
九
八
九
年
、

所
収
）
で
は
二
七
点
を
紹
介
。

(27)
『大
阪
府
立
固
書
館
蔵
稀
書
解
題
目
録
和
漢
書
の
部
』
、
昭
和
三
八
年
、
九
八
頁
に
解
題
有
り
。

(28)
但
し
、

『医
書
大
全
』
の
初
版
は
熊
宗
立
序
に
あ
る
正
統

一
―
年
(
-
四
四
六
）
、
再
刻
本
が
呉
高
序
に
あ
る
天
順
二
年

(
-
四
五
八
）
に
出

版
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
（
注

(26)
小
曽
戸
論
文
）

(29)
小
曽
戸
洋
「
『医
方
大
成
論
』
解
題
」
（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
研
究
所
編

『和
刻
漢
籍
医
書
集
成
』
第
七
編
、
一
九
八
九
年
、
所
収
）

に
三
三
点
を
紹
介
。

(30)
静
嘉
堂
文
廊
所
蔵

『南
北
経
験
医
方
大
成
』
、
早
稲
田
大
学
図
笞
館
所
蔵
貞
享
五
年
刊

『医
方
大
成
論
』
、
大
阪
府
立
図
書
館
所
蔵

『医
書
大

全
』
を
比
較
す
る
と
、

『医
方
大
成
論
』
に
は

『医
方
大
成
』
の
巻
八
か
ら
十
に
相
当
す
る
部
分
に
病
論
の
順
序
の
入
替
え
が
あ
り
‘
巻
九
婦

人
論
‘
巻
十
小
児
論
の
所
に
、

『医
書
大
全』

か
ら
の
病
論
を
加
え
て
あ
る
。

(31)
川
瀬

一
馬

『古
活
字
版
の
研
究
』
上
巻
‘
昭
和
四
二
年、

三
三
六
頁
、
同
書
中
巻
、
同
年
、

(32)
京
都
大
学
文
学
科
固
書
室
所
蔵
明
治
四
三
年
写
本

(33)
艇
応
義
挫
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編

『江
戸
時
代
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
四
冊
、

-175-



(34)
井
上
隆
明

『近
世
書
林
版
元
総
院
』
、
昭
和
五
六
年
、
四
二
四
、
五

0
九
頁

（
小
論
作
成
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
図
書
館
施
設
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
、
足
利
学
校
迫
蹟
図
書
館
、
医
学
文
化
館
、
大

阪
府
立
図
書
館
、
京
都
大
学
文
学
科
図
書
室
、
研
医
会
眼
科
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
静
嘉
堂
文
庫
、
武
田
科
学
振
興
財
団

杏
雨
書
屋
、
東
京
国
立
博
物
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
無
窮
会
神
習
文
庫
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。
）

（
く
ほ
お
と
し
ろ
う
特
別
資
料
担
当
）
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